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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結

累計期間
第59期

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成27年
　９月30日

売上高 （千円） 2,589,347 2,560,186 14,244,062

経常利益 （千円） 416,422 495,245 3,092,483

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 272,863 323,731 1,996,988

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 241,444 236,845 2,028,618

純資産額 （千円） 8,314,278 9,346,568 10,101,299

総資産額 （千円） 10,607,649 11,367,597 12,867,788

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 19.81 23.50 145.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 78.4 82.2 78.5

　（注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　ておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は決定した経営上の重要な契約等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（以下、「当該期」と表示します。）における当社グループの業績は、国内市場に

おきましては、二輪乗車用ヘルメットの市場流通が好調に推移しており、当社販売は前期に引き続き、大幅に増加

致しました。

海外市場におきましては、ヨーロッパ市場では、当社子会社において、ドイツの大規模ディーラーの在庫調整

が影響し売上高が大幅に減少しましたが、子会社エリア以外の現地販売は好調に推移しており、独立した

Distributor向けの販売が増加したため、売上高は前期比微減となりました。また、北米市場では前第４四半期に

アメリカDistributor向け販売が大幅に増加しましたが、当該期は同社の在庫調整のため当社の売上高は半減致し

ました。

その他の地域では、主要先であるオーストラリアDistributor向け販売は微減となりましたが、アジア及び南米

その他向け販売が好調であり売上高は増加致しました。

その結果、連結売上高は2,560,186千円（前年同期比1.1％減）となりました。

各利益につきましては、販売費及び一般管理費が減少しましたが、営業利益は451,340千円（同5.8％減）とな

りました。また、為替差益37,975千円を計上したため、経常利益は495,245千円（同18.9％増）、税金等調整前四

半期純利益は493,614千円（同19.7％増）、親会社株主に帰属する第１四半期純利益は323,731千円（同18.6％増）

となりました。

当該期の為替相場は、当社売上換算レート：１USドル＝121.92円（前年同期比+4.44円）、１ユーロ＝132.41円

（同△11.91円）、海外子会社換算レート（平成27年９月30日現在）：１USドル＝119.96円（同+10.51円）、１

ユーロ＝134.97円（同△3.90円）であります。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題については重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、53,853千円であります。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,000,000

計 56,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
 末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,772,400 13,772,400
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 13,772,400 13,772,400 ― ―

（注）当社株式は、平成27年10月29日をもって、東京証券取引所市場第二部から同市場第一部に指定されておりま

　　す。

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
― 13,772,400 　― 1,394,778 　― 391,621

 

（６）【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載

　 することができませんので、直前の基準日である平成27年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式       400 ― 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）  普通株式 13,769,300 137,693 同上

単元未満株式  普通株式     2,700 ― 同上

発行済株式総数         13,772,400 ― ―

総株主の議決権 ― 137,693 ―

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式89株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

株式会社ＳＨＯＥＩ 東京都台東区上野五丁目８番５号 400 ― 400 0.0

計 ― 400 ― 400 0.0

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,474,459 5,408,845

受取手形及び売掛金 1,426,918 878,061

商品及び製品 1,067,408 1,150,497

仕掛品 424,827 395,133

原材料及び貯蔵品 441,310 632,963

繰延税金資産 189,714 151,435

為替予約 56,371 60,475

その他 610,902 403,263

貸倒引当金 △4,559 △4,218

流動資産合計 10,687,353 9,076,457

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,738,304 2,755,572

減価償却累計額 △2,006,706 △2,008,159

建物及び構築物（純額） 731,598 747,413

機械装置及び運搬具 2,006,163 2,090,408

減価償却累計額 △1,455,802 △1,489,069

機械装置及び運搬具（純額） 550,360 601,339

工具、器具及び備品 3,856,721 4,053,760

減価償却累計額 △3,693,715 △3,737,599

工具、器具及び備品（純額） 163,006 316,161

土地 211,544 211,544

建設仮勘定 193,849 83,378

有形固定資産合計 1,850,358 1,959,836

無形固定資産 67,438 66,811

投資その他の資産   

繰延税金資産 230,948 233,575

その他 31,688 30,916

投資その他の資産合計 262,637 264,492

固定資産合計 2,180,434 2,291,139

資産合計 12,867,788 11,367,597
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 767,348 213,241

未払金 245,108 321,944

未払法人税等 550,709 302,714

賞与引当金 191,400 76,900

その他 248,861 333,054

流動負債合計 2,003,427 1,247,855

固定負債   

役員退職慰労引当金 262,359 268,642

退職給付に係る負債 468,631 472,461

資産除去債務 32,070 32,070

固定負債合計 763,061 773,173

負債合計 2,766,488 2,021,029

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,394,778 1,394,778

資本剰余金 391,621 391,621

利益剰余金 8,446,731 7,778,885

自己株式 △477 △477

株主資本合計 10,232,653 9,564,807

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 17,027 5,552

為替換算調整勘定 △21,918 △100,134

退職給付に係る調整累計額 △126,463 △123,658

その他の包括利益累計額合計 △131,354 △218,239

純資産合計 10,101,299 9,346,568

負債純資産合計 12,867,788 11,367,597
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 2,589,347 2,560,186

売上原価 1,434,561 1,463,072

売上総利益 1,154,786 1,097,113

販売費及び一般管理費 675,725 645,772

営業利益 479,061 451,340

営業外収益   

受取利息 354 1,022

為替差益 - 37,975

その他 1,846 7,296

営業外収益合計 2,200 46,293

営業外費用   

為替差損 62,371 -

債権売却損 2,119 2,256

その他 349 131

営業外費用合計 64,840 2,388

経常利益 416,422 495,245

特別利益   

固定資産売却益 358 204

特別利益合計 358 204

特別損失   

固定資産除却損 4,321 1,835

特別損失合計 4,321 1,835

税金等調整前四半期純利益 412,459 493,614

法人税、住民税及び事業税 114,359 129,971

法人税等調整額 25,236 39,911

法人税等合計 139,596 169,883

四半期純利益 272,863 323,731

親会社株主に帰属する四半期純利益 272,863 323,731
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 272,863 323,731

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 △77,848 △11,474

為替換算調整勘定 44,283 △78,216

退職給付に係る調整額 2,146 2,805

その他の包括利益合計 △31,419 △86,885

四半期包括利益 241,444 236,845

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 241,444 236,845
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 94,460千円 114,219千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成26年12月31日）

　配当金支払額

　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

　平成26年12月19日

　　定時株主総会
普通株式 826,319 利益剰余金 60.0平成26年９月30日 平成26年12月22日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成27年12月31日）

　配当金支払額

　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

　平成27年12月22日

　　定時株主総会
普通株式 991,577 利益剰余金 72.0平成27年９月30日 平成27年12月24日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成26年10月１日　至平成26年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成27年10月１日　至平成27年12月31日）

　当社グループは、乗車用ヘルメットの製造販売を主たる事業としています。開発と製造は当社が行い、国内向

け販売は当社が、海外向け販売は当社及び現地子会社が行っています。事業を展開するうえで、販売状況につい

ては製品の種類別や地域ごとに分析を行っていますが、現地子会社は販売機能のみを有した会社であるため、経

営資源の配分の決定や業績評価は、種類別や地域別ではなく当社グループ全体で行っています。従って、事業セ

グメントは単一です。このため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19円81銭 23円50銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
272,863 323,731

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
272,863 323,731

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,771 13,771

　 　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月８日

株式会社SHOEI

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　茂木　浩之　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　宮澤　義典　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社SHOEIの

平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社SHOEI及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注） １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸

表に添付する形で別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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